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(1)両 流れの通常の屋根において屋根厚 さが軒下高の8%前 後,屋 根勾配が40° 前後において
最 も 「好ましい」 「住みたい」イメージを与える。
(2)屋 根の流れの対称性がずれるほど 「斬新な」イメージを与 えるが,左 右対称か 、家幅の
1/4程 度ずれている場合に最も 「住みたい」イメージが高い。
(3)丸 屋根の曲率は家幅/直 径が0.65あ た りが好まれる。
(4)「 どっしりした」イメージは屋根厚 さが大 きく関係し,重 心位置の影響は小さい。
(5)(i)曲 線がある,(ii)屋 根勾配が急,(iii)対称性か らずれている方が,よ り 「斬新な」 「モ
ダンな」イメージを与える。
(6)「 複雑な外形」は 「豪華な」イメージを与える場合が多い。
(7)曲 線のある屋根や陸屋根は 「コンクリー ト造」に見え,両 流れの屋根は 「木造」に見える
傾向がある。





一戸建住宅を建てるに際し,木 造,コ ンクリー ト造,軽 量鉄骨プレハブ造 … いずれにしよ
うかと考 えるとき,ど のような要因で決めているのであろうか。間取 りの 自由度,居 住性,価 格,
耐久性そして外観のイメージなどを総合的に検討し,判 断するのであろうが,ま ず最初 は,カ タ
ログや住宅展示場などでの外観のイメージか ら選択が始まる場合が多いであろう。一一一従って
木造住宅が今後どれ くらいの比率を占め続けるかは,そ の外形のデザインおよびそのイメージが




学的)を 数量化し,そ れとイメージとの関係を究明した研究は見当た らない。本研究で は,外 形
のイメージをよ り科学的に扱 うための手始めとして,ま ず,外 形の基本形がイメージに与える影
響を調べた。外形としては単純化 したシルエット像を用い,そ の幾何学的特徴を数量化 し,そ れ
がどのようなイメージに影響を与えるかを調査 した。
2.実 験 方 法
被験者に呈示する住宅外形を描いたパネルの作製方法は次の とおりである。
(1)住宅の外形をB6サ イズ(128cmx182c皿)の 白いカー ドに描き,(2)そ のうえにマスキングシー
トを貼 り,黒 いシルエットにする部分を切 り出す。(3)黒 インクをハ ン ドスプレーで吹 き付け,
さらにその上か らマットスプレーインク(JetBrushBlack,Mechanoma製)を吹 き付ける。
(4)乾燥後,マ スキングシー トをはがし,出 来上がったB6版 カー ドを5mm厚 の糊付 きスチロール
板に貼って,呈 示用パネルに仕上げた。
作製 した呈示用パネルの種類は63種 類(13シ リーズ,本 報告ではその うち6シ リーズにつ
いて述べる)で ある。
イメージのアンケー ト調査はシリーズによ り,一 対比較法 もしくは7段 階評価法を用い,京 都
大学学生38名(男 性19名,女 性19名)を 被験者 として行なった。屋根厚 さ(5枚 組),屋
根勾配(6枚 組および5枚 組),非 対称性(5枚 組),お よび丸屋根の曲率(6枚 組)の 影響の
調査は,一 対比較法によ り行い,ア ンケー ト結果の表示はそのパネルの取 り得る最高点を100
点満点に換算 して表示した。例えば,6枚 組の調査では,6C2通 り×38人=570,570点
が,あ るパネルがあるイメージについて取 り得る最高点であり,こ れを100点 満点に換算 して
表示した。
24枚 のパネルを用いて7段 階評価法(Fig.6参 照)に より調査 した結果については,7段 階
を一3,-2,-1,0,1,2,3点に換算 し,38人 全員の平均点および男女各々の平均点を用いて表 した。
3.結 果 お よび考 察
3.1屋 根厚 さとイメージ
屋根の厚さが住宅のイメージに与 える影響は大 きく,特 に 「どっしりとした」イメージには屋
根の厚さが重要な因子になるであろうと予想 される。異なる厚さの屋根の図を描き,屋 根厚 さが
住宅のイメージに与 える影響について調べたところ,Fig.1に 示す結果が得 られた。屋根厚 さを
無次元化して表すために,こ の図では屋根厚さを軒下の高 さで割った値(以 下これを相対厚 さと
呼ぷことにする)を 横軸にとっている。当然なが ら,屋 根厚 さが厚いほど 「どっしりした」イメー
ジを与 えることが認められるが,相 対厚さが0.2を越 えるとほとんど頭打ちになることがわかる。
相対厚 さ0.08前後に最も 「好ましい」 「住みたい」と感じる最適値が存在する。また,こ のあた
りが最 も 「良くある」 と感 じる厚 さでもある。軒下高を例えば2.4mと すると19c皿前後 に最適値
があることになるが,こ の厚さには,屋 根葺材のみでなく妻側か らみて屋根 として見える部分す






屋根の傾 きも住宅のイメージに大 きな影響を与えると考 えられ,屋 根勾配の異なる6種 類の住
宅を描 き,ア ンケー ト調査を行ったところ,Fig.2に 示す結果が得 られた。
「よくある」と感じる傾斜角は23° 前後であ り,実 際によ く建て られている勾配 も4/10
(21.8°),3.5/10(19.3°),5/10(26.6°)であるか ら妥当な結果と考 えられる。
唯 みたい」とか 憾 じのよい」イメージを与える傾斜角は,40° 前後に最 適値(optim㎜)
があり,「 よくある」傾斜角よ りやや急な傾斜角を好むことがわかる。
屋根勾配が急になるほど 「斬新な」 「童話的な」 イメージを与 え,勾 配が緩やかになるほど
「安っぽい」 イメージとなる。陸屋根は 「安っぽい」イメージを与え,ま た,「 童話的」ではな
いが,勾 配の小 さい屋根に比べるとやや 「斬新」である。
3.2.2片 流れ屋根の場合
片流れ屋根の傾斜角とイメージの関係について調べた結果を,Fig,3に 示す。片流れ屋根にお
いては23° 前後が最も 「感じのよい」イメージを与える。この角度は対称屋根における最 も 「よ
くある」角度と等しいが,こ れ らの間に何 らかの関係があるかどうかは不明である。傾斜角度が
大 きいほど 「斬新な」イメージを与え,傾 斜角度の小さい場合でも,陸 屋根よりは傾斜のある方





称から片流れまで6種 の外形 シルエットを作製しアンケー トを行 ったところ,Fig.4に 示す結果
が得 られた。
対称な屋根に近いほど,「 住みたい」 「感じのよい」 「落 ち着 きのある」 「よくある」イメー
ジを与え,対 称からずれるほど 「斬新な」イメージを与 える傾向が認められる。
左右対称か らのずれが家の幅の1/4の あた りに 「住みたい」イメージの小 さな山が認め られ,
また,そ の位置が最 も 「安っぽく」ない傾向にあることは興味深い。
3.4円 筒屋根の曲率がイメージに与 える影響
丸屋根 もしくは円筒屋根の曲率が,イ メージに与 える影響を調べた ところ,Fig.5に 示す結果
が得 られた。家の横幅を屋根の直径で割った値を相対曲率と呼ぶことにすると,相 対曲率が大 き
いほど 「童話的な」 「斬新な」イメージを与える。最 も 「感じのよい」 「住みたい」相対曲率は
0.65前後であり,こ のときの軒における傾斜角は約40° であり,前 述の3.2.1に おける最適屋
根角度が40° であったことと何らかの関係があるのかもしれない。また,軒 と頂点を結ぶ直線の
傾斜角は約20° であ り,こ れは3.2.1で の 「よくある」傾斜角にほぼ等 しい。これ もまた 「感
じのよい」と何らかの関係があるのかもしれない。最適曲率が何で決 まるのか,む ずか しい問題
であるが,「 安定」 していて 「やぼった くない」といった相反するもののバランス点で決まるも
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以上のアンケー ト調査に用いたパネルか ら7枚 を選び,こ れに新たに17枚 を加え,24枚 の







低 く倒れにくいであろ うと一般 に
考えられる。そこで,Fig。8に 示す
よ うに,"倒 れ るときの支点 とな
るであろうと考 えられる隅端部 と
重心を結ぷ直線"が 鉛直線 との間
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Fig.7c種 々の 住 宅 シ ル エ ッ トの イ メ ー ジ
Psychologicalimagesofvarioushousesilhouettes.
313
Table2イ メ ー ジ 相 互 の 相 関 係 数(男 女 別)
Mutualcorrelationbetweenpsychologicalimages(upper:women,lower:men)
斬 感 住 豪 複 ど 童 洋 木 モ
新 や じ 感 み 住 華 安 雑 単 つ 軽 話 現 風 和 造 コ ダ 古
な ぼ の じ た み な っ な 純 し や 的 実 風 ン ン 風
つ よ の い た ぽ な り か な 的 ク な な
た い 悪 く い し な な り
い い な た1
い ト
造
斬 新 な や ぼ っ た い.29.03.70.38-.66.66.58-.21.73
感 じ の よ い 感 じ の 悪 い.12.8935.01-.10.38-.16.41-.03
住 み た い 住 み た く な い 一.12.85.28.10.13.23-.32.52-.26
豪 華 な 安 っ ぽ い,53.34.34.71-.13.81.28.11.20
複 雑 な 単 純 な.35.23.30.91.06.41.13.05-.04
ど っ し り し た 一 軽 や か な 一.43.40.50.34.29-.11-.50.32・.82
童 話 的 な 現 実 的 な.n.34.17.62.35.11.21.22.17
洋 風 和 風.50-.37-.52.21.12-.37.09・.84.83
木 造 コ ン ク リ ー ト造 一.18.48.61.00,02.22.21・.88-.67
モ ダ ン な 古 風 な.64-.31-.56.03-.06-.61.08.85-.72
,
対角線上側が女性の,下側が男性のイメージ相互の相関係数を表す
があるのであろうが,屋 根の重 さがむしろ効いていることが伺われる。屋根が(2)片 流れであ り,
(3)上 に凹である場合には 「軽やかな」イメージを与えるようである。(4)外 形から判断してなん




「斬新な」イメージに関係する因子として(1)曲 線のある方が,(2)傾 斜角の急な方が,そ して
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Fig.9「 斬 新 な」 と 「モ ダ ン な 」 の 関係
Relation.between"novel"and"modern".
も同様であ り,Table1お よびFig.9よ り,
「斬新な」 と 「モダンな」は相関性が ある
(相関係数0.70)こ とがわかる。 これ ら3
種の特徴以外に 「斬新な」 イメージを与
える因子はまだまだ多 く存在す るで あろ
う。普通によく存在す る外形の特徴を明
らかにしてお き,そ れか らはずれるか ど
麗婁鶴も曾鷺 鶏 薦
を見て も持 って い る知識 の違 い,感 性 の
違 いか ら,個 人差は存在す るが,Table1
に示す よ うに 「斬 新 な」 の男 女 の相 関が
0.94で あ り,「 感 じのよい 一悪 い」 の0.79
よ りは個人差が小 さい と言 えよ う。
3.5,3「 複雑 な」 「豪華 な」 「童 話
的 な」 と外形の特徴
「複雑な」 は最 も個人差が少なく,外
形の特徴 とのつなが りも容易に見いだせそうに思 える。(1)外 形の輪郭線の長 さL。を面積Aの 平
方根で割った値(相 対輪郭長 さ:L。/A)と 「複雑な」 との関係を示 したのがFig,10で ある。
右上が りの傾向が見られる(相 関係数0.56)が,パ ネルNo.2の ように,外 周長は大 きくないが曲
率変化が複雑であるために 「複雑な」イメージを与えるもの もある。Fig.11は,コ ーナーおよび
主たる凹凸(主 たる曲率)の 数の対数 と
「複雑な」との関係を図にしたものである。
相関係数が0.76で あ り,「 複雑な」 と結
びつ く物理量の1つ として使 えることが
わかる。また,こ れ らに加 えて左右非対
称である方がよ り複雑に見 える。非平行
な線の多さも複雑 さに関係 してお り,非
平行 ・線長和をうまく加味 し芦数量化法
も検討に値するであろう。
「豪華な」イメージは 「複雑 さ」 と相
関が高い(Table1,Fig.12)。 しか しな
が ら,「 複雑」であれば 「豪華で ある」
とは単純には行かない点 もある。それは
その建物の装飾,内 容 に関す る外形か ら
の 「連想」が関係する場合である。この
連想は他のイメージに関 して も言 えるこ
とであるが,そ の外形か らその建物が何
であるかを推定 し,そ の後は,そ の外形






びつけ難 く,城,わ ら葺屋根 といった も
のが上位にくるが,そ れで も丸屋根や と
んが り屋根は童話的といった幾何学的特
徴 もある。Tablelよ り,「 豪華な」 もの
が 「童話的」である場合が多い(相 関係
数0.73)が,「 豪華」 と相関の高い 「複
雑な」と 「童話的な」 との相関は高 くな
い(相 関係数0.37)こ とが読み取れる。
3.5.4「 木造 一コンク リー ト造」 「和風 一洋風 」 と外形 の特 徴
木造か コンク リー ト造かの判別は,屋 根の形 によ るところが大 きく,曲 線の ある屋根 や陸 屋根
は コンク リー ト造に見 え,両 流れの屋根は木造 に見 える傾向がみ られ る。 しか し,上 下 階両 側に
対 称にバル コニーをつけ ると屋根 が三 角屋根 であって も集合住宅 に見え,コ ンク リー ト造 と判 断
され る。
「和風 イメー ジ」か 「洋風 イメー ジ」か の違 いは,「 木造 一コンク リー ト造」の判 別に似 てお
り,屋 根 に曲線が ある場合 と陸屋根,片 流れ屋根 は洋風 イメージで ある。ただ 「木造 一コンクリー
ト造」 と異 な る点は,傾 斜の急な両流れの屋根は,前 述の3.2.1と も関係す るが洋 風 イ メー ジ
であ る。 「木 造 一コ ンク リー ト造 」 「和風 一洋風」 との相関係数は0.87で ある(Table1,Fig13)。
また,前 述の3.5.2と も関係す るが,「 洋風 な」 イメージの特徴 は,「 モダ ンな」 の特 徴 とも
共通す るところがある(相 関係数0.85)。
なお,「 木造」 と 「住みたい」は0.61の
相関がある(Fig.14)。
3.5.5「 感 じのよい」 「住みたい」
と外形の特徴
「感 じのよい」 ところに 「住みたい」
ので,「 感 じのよい」 と 「住みたい」 と
の相関係数は高 く0.89で あり,「 感 じの
よい家」,「 住 みたい家」の外形上の特
徴は似ているであろうと予想 され る。 と
ころが,い ずれの場合 も明確な幾何学的
特徴は見いだせない。 また,こ れ らのイ
メージに関 しては他のイメージに比較 し
て評価の変動幅が小 さい。 この ことは特
に.良いと思われる家 も,悪 い家 もなか ったということと,各 人の好みが異なるため互 いに打 ち消
しあって明確 な差が出なかったことが考え られ る。一般に,「 よい」 「悪 い」 といった判断
(evaluation)は,総 合判断であり,か つ人による判断の変動(バ ラツキ)の 大 きいイメージであ
る。Table1を 見ると 「住みたい」が他の言葉に比較して男女の相関係数が小 さく0.72で ある。
このような言葉はむしろ被験者のタイプ分けをする場合に利用で きる言葉である。 「派手好み」
「上品好み」 「和風好み」 「モダン ・洋風好み」といった好みの違いが,「 好 き」 「住みたい」
「感 じのよい」 といったイメージにおける個人差を生 じさせた といえる。 しか しなが ら,そ れで
も,比 較的多 くの人々が好む外形には何か共通の法則性あるいは傾向があるのではないか と考 え
られる。
今回のアンケー トではわら葺屋根の民家が最上位にきていたが,こ れは被験者が 日本経済の高
度成長期に生まれた若い学生であ り,わ ら葺屋根が現実のものとは異なり,童 話的で夢のある建
物に見えるためであろう。わら葺屋根のメインテナンスの大変 さを知っている中高年層にアンケー
トをとればどのような結果が得られるであろうか興味のあるところである。洋風イメージの急勾
配の屋根 も 「住みたい」 「感 じのよい」の上位にきている。
結 言
以上,家 の外形の幾何学的特徴とイメージの関係ついて考察を加えたが,本 来,住 宅外形 とは
デザイナーが扱うものであり,科 学にはなじまないものであるとされて きた。しかし,コ ンピュー
タの助けを借 りたデザインすなわちCADが 発展するにつれて外形の特徴とイメージの関係をデー
タベースに入れたエキスパー トシステムの必要性が増 して きている。ところが,外 形とイメージ
の関係を科学的に究明 しようとするとき,外 形の特徴をうまく数字で表す方法がないことに気づ
く。
本研究では,外 形の特徴の数量化の手始めとして,い くっかの例を取 り上げ,そ れが どのよう
なイメージにどのように効いているか検討 した。その結果以下のような関係が明 らかになった。
(1)屋 根厚さ,屋 根の勾配および丸屋根の曲率には,最 適値(各 々,軒 下高の8%,傾 斜角40° ・
家幅/直 径二〇.65)が存在 した。
(2)「 どっしりした」イメージには,重 心位置よ りも屋根厚 さが大 きく関係す る。
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(3)複 雑 な外 形は 「豪華 な」 イメージを与 え,曲 線 のあ る屋根や,勾 配の急 な屋根,非 対称 な
屋根 は 「斬新 な」 「モダ ンな」イメージを与 える。
(4)「 感 じのよい」 「住みたい」 といった個人の評価 ・価値観の違 いが表れ る言葉は,む しろ
被験者 をグループ分 けす るのに用いることがで きる言葉 と考 えることが で きる。
以上,外 形の幾何学的特徴 とイメー ジとの関係 につ いて検 討 したが,今 後 さ らに,イ メー ジ と
の対応性の高 い"外 形の特徴の数量化法"の 開発3)を 究明す る必要があろ う。
最後 に,本 研 究 をすす めるに あた り,有 益 な助言 を賜 った佐道健教授,お よ び種 々協 力いた だ
いた木材工学研 究室 の仲村 匡司助手 、黒岩真弓技官並 びに専攻生諸君に対 し,心 よ り感謝 の意 を
表 した い。
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                           Summary 
 To make it clear the relations between psychological images and geometrical character-
istics of external forms of houses, questionnaires using various silhouettes of  houses 
were distributed. Results of the questionnaires are as follows; 
(1) The most "agreeable" roof thickness is 8 % of the eaves height. 
(2) The most "agreeable" roof pitch is 8.4/10  (40° ) for symmetrical roof, and 4.2/ 
    10 (23° ) for shed-roof. So that the most "agreeable" ratio of roof height and 
    house width is 0.84 for both symmetrical roof and shed-roof. 
(3) The most "agreeable" roof curvature of cylindrical roof satisfies the following 
    equation; 
       (house width) / (roof diameter) = 0.65. 
(4) "Massive" image of a house comes from thickness of its roof rather than height 
    of the center of gravity of the house. 
(5) Sophisticated silhouette gives "gorgeous" image of a house. "Complicate" image 
    has good correlation with "number of corners and curvatures" (correlation  coeffi-
    cient  : 0.76), and also with ratio of perimeter and square root of area (0.56). 
(6) Curved roofs, high-pitch roofs and asymmetric roofs give "modern" or "novel" 
     image. 
(7) Houses which look like made of wood give more "agreeable" image rather than 
    those of concrete. 
(8) Words "agreeable" and "want to live" used for the questionnaire can be used for 
    classifying observers according to their sense of values and life styles.
